
 

違いを豊かさに変えること 
 

新学期がスタートして１か月が経ちました。４月はオリエンテーションのような授業が多い上、「繋ギング」と呼ば

れる縦割りの活動もあり（詳しくは学校ブログをご覧ください）、楽しい日々が続いたのではないでしょうか。５月は学

習が深まっていきます。また、１・３年は宿泊行事が控えています。ご家庭でもお子さまの体調にご留意いただくとと

もに、学校生活のあれこれを聴いていただければと思います。 

先日、全国学力・学習状況調査（３年）を実施しました。この調査は今求められる学力を測るため、日常で子ど

もたちが出合う場面や話題から多く出題されているのも特徴の一つです。国語では「フィルターバブル現象」につ

いて生徒がグループで話し合っている様子から出題されていました。フィルターバブル現象とは、『自分の好む情

報だけに囲まれ、多様な意見から隔離されやすくなる現象』だそうです。例えば、趣味の将棋について検索してい

たら、将棋に関する本の表示が多くなった、という現象です。スマホやパソコンを使う人であれば、経験したことが

あると思います。問題では、フィルターバブル現象により起こる日々の体験についていろんな意見が提示されてい

ました。「自分の好みに合った本を選んで示してくれるので便利」とする一方、「自分の好み以外の本の情報に触

れにくくなっていると感じる」「図書館では読みたい本を見つけるのに時間はかかるが、いろんな本に出合える。自

分とは異なる価値観に触れることができる。」という意見も示されていました。 

この問題を見た時、どこか人間関係に似ていると感じました。 

自分と共通の趣味を持つ人や、波長が合う人とは楽しい時間を過ごせます。いわゆる「なかよし」です。一方、地

域にある学校にはいろんな考えをもつ人が集まるのが当然ですから、考え方が違う、波長が合わないといった人と

同じクラスになるのも当然です。ところが、その違いに寛容になることができず、相手を切り捨てたり、何気ない行

動を邪推したりするという行動が多く見られることがあります。 

「フィルターバブル」の環境下に置かれ、自分にとって都合のいい情報だけに囲まれることが多い昨今では、もし

かしたら、異なる価値観に触れる、「そういう考えもあるのか」と膝を打つ経験は、昔に比べてうんと少なくなってい

るのかもしれません。前述の意見になぞらえるなら「自分と意見が合う人以外の人と深く関わりにくくなっている」

といったところでしょうか。 

人は、 自分と異なる価値観をもつから、相手のことを分かろうとします。その過程で、自分になかった考え方や

物の見方に出合うことにより、人としての「幅」が広がっていくものだと思います。これも前述の意見になぞらえるな

ら「学校ではいろんな人に出会える。自分とは異なる価値観に触れ、関わることができる。」というところでしょう。異

なる価値観が多くある学校では、それぞれの「違い」を人としての「豊かさ」に変える教育を行っていきたいと思い

ます。 

校長  高谷 陽子 
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日 曜日 行事 1年2年3年 日 曜日 行事 1年2年3年

1 水 ３年実力テスト① 〇 〇 〇 1 土

2 木 教育課程説明会・心臓検診（１年） 〇 〇 〇 2 日

3 金 憲法記念日 3 月 〇 〇 〇

4 土 みどりの日 4 火 耳鼻科検診（２年＋１,３年対象者） 〇 〇 〇

5 日 こどもの日 5 水 学校徴収金口座振替日 〇 〇 〇

6 月 振替休日 6 木 心臓二次検診（２,３年対象者） 〇 〇 〇

7 火 〇 〇 〇 7 金 生徒総会 〇 〇 〇

8 水 〇 〇 〇 8 土

9 木 〇 〇 〇 9 日

10 金 学校徴収金口座振替日 〇 〇 〇 10 月 教育実習開始（～６/２８） 〇 〇 〇

11 土 11 火 〇 〇 〇

12 日 12 水 〇 〇 〇

13 月 尿検査一次 〇 〇 〇 13 木 定期考査１ × × ×

14 火 尿検査一次 〇 〇 〇 14 金 定期考査１ × × ×

15 水 １年結団式 〇 〇 〇 15 土

16 木 １年宿泊学習 × 〇 〇 16 日

17 金 １年宿泊学習 × 〇 〇 17 月 〇 〇 〇

18 土 18 火 眼科検診（全学年） 〇 〇 〇

19 日 19 水 〇 〇 〇

20 月 〇 〇 〇 20 木 オアシス運動・緊急地震速報訓練 〇 〇 〇

21 火 ３年結団式・Ｊアラート 〇 〇 〇 21 金 〇 〇 〇

22 水 ３年修学旅行 〇 〇 × 22 土 土曜参観 × × ×

23 木 ３年修学旅行・歯科検診（１年） 〇 〇 × 23 日

24 金 ３年修学旅行 〇 〇 × 24 月 土曜参観代休

25 土 25 火 創立記念日

26 日 26 水 モアレ検査（１年） 〇 〇 〇

27 月 〇 〇 〇 27 木 〇 〇 〇

28 火 〇 〇 〇 28 金 教育実習最終日 〇 〇 〇

29 水 〇 〇 〇 29 土

30 木 歯科検診（３年） 〇 〇 〇 30 日

31 金 歯科検診（２年）・尿検査二次 〇 〇 〇 ＊ ＊ ＊＊＊＊＊ ＊ ＊ ＊

７月の予定　7/3（水）～7/11（木）三者懇談　7/5（金）学校徴収金口座振替日　7/19（金）授業最終日

《５月・６月の行事予定》  　（注）諸般の事情により変更になることもあります。

５月 給食 ６月 給食

給食　○：通常時間　　△：短縮時間　　×：なし



令和 6年度 芝谷中学校区グランドデザインについて 

芝谷中学校区では、連携型小中一貫型教育をめざして「グランドデザイン」を作成しております。校区のめざす  

子ども像である「自律・協働・貢献～自らの行動でよりよい未来をつくる子ども～」を実現するため、校区の学校園

で共有しながら、子どもたちの育成に励んでまいりたいと思います。 

 

上記の力をつけるための経営ビジョンや重点取組につきましては、学校ホームページの 

『グランドデザイン』に載せておりますので、ご覧ください。 

 

第４３回入学式・始業式 

花曇りの 4 月 8 日、212 名の新入生を迎え、芝谷中学校の入学式を挙行することができました。校長先生の話を 

うなずいて聴いたり、来賓の方のあいさつに体を向けたりする姿を見て、人を大切にできる学年になりそうだなと楽

しみになりました。 

その前の週には、クラス発表で登校した２、３年生が、校内をそうじし、体育館では、シートを敷いたり、パイプいす

を並べたりと、新入生を迎える準備を丁寧にしてくれました。 

入学式を終えたあと、オンラインで始業式を行いました。校長先生の話の中にあった、『自律・協働・貢献』を意

識して、これからの学校生活を送っていきましょう。 

 

 

 

 

 

家庭訪問・二者懇談、ありがとうございました 

４月１6日（火）～４月２６日（金）の期間に、１年生は家庭訪問、２・３年生は保護者のみなさまに

お越しいただき、二者懇談を実施いたしました。忙しい中、お時間をつくっていただき、誠にありがと

うございました。保護者の方と顔を合わせてお話ができるいい機会となりました。 

今後も、ご心配なことやお気づきのことがありましたら、遠慮なく学校までご相談ください。 

 

『繋ギング』が開催されました 
 

4 月 11日の午前中に、昨年度から繋ギングスタッフが準備を進めてきた『繋ギング』が開催されました。 

『繋ギング』の目的は５つありました。 

 

 

 

 

 1 年生のみなさん、「芝中っておもろない？！」のメッセージ通りだったのではないでしょうか？ 

これからも、学年を超えた取組の中で、繋がりを増やし、安心できる「芝中」を一緒に作っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

3学年そろっての部活動が始まりました 
クラブオリエンテーションののち、仮入部、そして、クラブ一斉 

部会で、3学年そろっての部活動が始まり、  芝中生の活気 

あふれる姿を見ることができます。 

部活動は、技術の向上はもちろん、よりよい人間関係の築き 

方、仲間への思いやりや自分の気持ちのコントールをする力を 

学ぶ大切な場所です。日々の活動に気持ちをこめて取り組ん 

でください。 

 

水難事故の防止について 

 ５月に入り、気温がさらに上がってくることで、これから川へ遊びに行く機会もあるかと思います。水難事故に  

遭わないために以下のことを守り、安全に休日を過ごしてください。 

  

 

 

●川に行く前に…必ず天気や川の情報をチェック。急な雨で川が増水することがあります。 

●川に着いたら…川に関する注意看板があれば確認。上流の状況についても把握します。 

●急な増水や川底の深みに注意 

…天気の急変で増水する可能性あり。川には流れがあり常に変化しています。 

一見穏やかに見えても急に深くなるところや滑りやすいところがあります。 

●すぐに避難…空が曇ったり、濁った水が流れてきたらすぐに避難。川はすぐ増水します。 

①１年生に「芝谷中学校って楽しい！」と思ってもらう。  ②１年生、２年生、３年生の３学年の繋がりを増やす。 

③誰ひとり取り残さない。                   ④自分たちのアイディアで芝谷中学校をつくる。 

⑤新たな出逢いを通して、さまざまな人とコミュニケーションをとる。 


